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9月
定例会

令
和
６
年
度 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
審
査

◆ 

令
和
７
年 

第
３
回 

定
例
会
を
終
え
る 

◆

　

令
和
７
年
恵
庭
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
11
日
か
ら

10
月
14
日
ま
で
の
34
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審

査
や
本
年
度
補
正
予
算
並
び
に
条
例
改
正
な
ど
、
議
案
22
件
が

提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
（
認
定
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
に
、
14
名

の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
25
日
・
26
日
の
両
日

に
全
会
計
の
歳
入
歳
出
に
係
る
個
別
質
疑
を
実
施
し
、
10
月
８

日
・
９
日
に
は
、
各
会
派
に
よ
る
代
表
質
疑
及
び
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
市
民
の
皆
様
な
ど
か
ら
の
陳
情
書
は
提
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
意
見
書
は
４
件
が
本
会
議
で
可
決
さ

れ
、
衆
・
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

▼
一
般
会
計
（
第
５
号
）

総
務
費
の
DX
推
進
事
業
費
は
、
書
か

な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
拡
大
に

よ
る
増
額
、
一
般
事
務
費
で
は
、
市

民
課
窓
口
の
発
券
機
の
更
新
に
よ
る

増
額
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
シ

ス
テ
ム
の
改
修
に
よ
る
増
額
、
農
林

水
産
業
費
の
農
業
振
興
対
策
事
業
費

で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等
導
入

支
援
事
業
及
び
土
地
改
良
区
決
済
金

等
支
援
事
業
の
実
施
に
よ
る
増
額
、

消
防
費
の
施
設
管
理
費
で
は
、
消
防

総
合
庁
舎
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ

設
置
に
伴
う
増
額
な
ど
下
表
の
と
お

り
、
15
億
１
１
５
８
万
７
千
円
が
補

正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
剰
余

金
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
保
険
給

付
費
等
交
付
金
及
び
社
会
保
障
・
税

番
号
シ
ス
テ
ム
整
備
等
補
助
金
の
精

算
に
充
当
し
た
残
余
を
国
民
健
康
保

険
支
払
準
備
基
金
に
積
み
立
て
た
も

の
で
す
。
合
計
で
３
７
８
０
万
８
千

円
を
補
正
し
ま
し
た
。

議
決
し
た
議
案

令
和
６
年
度 

決
算

補
　
正
　
予
　
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

▼
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

▼
墓
園
事
業
特
別
会
計

▼
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

▼
水
道
事
業
会
計

▼
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　

（
以
上
８
件　

全
会
一
致
）

▼
一
般
会
計

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

（
以
上
２
件　

賛
成
多
数
）

　

各
会
計
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
審
査
を
経
て
本
会
議
に
諮
り
、

前
記
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

計

科目（款） 補正額（千円）

1,065,740

86,018

4,158

230,449

112,417

1,691

11,114

1,511,587

内　  　  訳  （ 概  要 ）

ふるさと納税事業経費積立、島松地区複合施設整備事業費等積立ほか

地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事業の実施ほか

えにわ・花子さん愛情寄附

スマート農業機械等導入支援事業の実施ほか

信用保証料補給金及び中小企業振興融資預託金の増額ほか

消防総合庁舎のオストメイトトイレ設置に伴う増額

えにわ・花子さん愛情寄附による教育振興推進交付金の交付ほか

総  　務 　 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

教 育 費

◆ 一般会計補正予算の主な内容



▼
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
剰
余

金
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
介
護
保

険
給
付
費
の
国
庫
支
出
金
等
の
精
算

に
充
当
し
、
残
余
を
令
和
７
年
度
恵

庭
市
高
齢
者
補
聴
器
利
用
促
進
モ
デ

ル
事
業
費
に
つ
い
て
増
額
し
、
歳
入

歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
３
２
万
８

千
円
を
追
加
し
、
総
額
54
億
８
２
３

４
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
下
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　

こ
れ
ま
で
の
定
期
預
金
の
み
の
運

用
か
ら
優
位
性
が
あ
る
債
券
に
よ
る

運
用
を
行
う
た
め
、
資
本
的
支
出
予

定
額
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
資
本

的
収
支
不
足
額
の
補
填
を
調
整
し
た

も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
４
件　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
功
労
者
の
表
彰
に
つ
い
て

　

新
名　

孝
信　

氏
「
地
方
自
治
」

　

中
島　

一
雄　

氏
「
地
方
自
治
」

　
　
　
　
　

（
同
意　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

土
谷　

秀
樹　

氏　

（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
任
に
同
意

し
た
も
の
で
す
。
任
期
は
４
年
で

す
。

　
　
　
　
　

（
同
意　

全
会
一
致
）
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表
　
　
彰

人
　
　
事

議
決
し
た
議
案

▼
恵
庭
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
恵
庭
市
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

昨
年
８
月
に
人
事
院
が
行
っ
た

｢

公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」

に
基
づ
く
「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
人
事
院
規

則
等
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
部
分
休

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
の
具

体
的
な
要
件
に
つ
い
て
、
人
事
院
規
則

の
改
正
に
準
拠
し
た
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

▼
恵
庭
市
議
会
議
員
及
び
恵
庭
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
の
経

費
に
係
る
限
度
額
の
一
部
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
地
域
集
会
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

漁
町
の
住
居
表
示
の
実
施
に
伴

い
、
恵
庭
市
地
域
集
会
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
さ
か
え
会
館

の
位
置
に
つ
い
て
、
新
た
な
住
所
の

｢

漁
町
２
丁
目
１
番
14
号
」
に
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

市
営
の
駐
車
場
と
し
て
黄
金
相
生

跨
線
橋
高
架
下
東
の
土
地
の
一
部
を
運

用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

｢

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
改

正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

印
鑑
登
録
原
票
の
電
子
化
を
行
う

た
め
の
改
正
及
び
電
気
通
信
事
業
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

昨
今
の
人
手
不
足
や
工
場
の
少
人

化
、
DX
化
な
ど
、
時
代
や
事
業
環
境
の

変
化
を
鑑
み
、
補
助
対
象
要
件
の
一
部

を
緩
和
す
る
た
め
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

　
　
　
　

（
以
上
７
件　

全
会
一
致
）

▼
島
松
水
泳
プ
ー
ル
建
替
工
事
の
内

建
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

島
松
水
泳
プ
ー
ル
建
替
工
事
の

内
、
建
築
工
事
の
請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求

め
た
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
物
件
の
表
示　

住
基
ネ
ッ
ト
CS
及

　

び
統
合
端
末
機
器
更
新

・
契
約
金
額　

２
１
７
４
万
７
千
円

・
契
約
の
相
手
方　

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合　

　

組
合
長　

棚
野　

孝
夫

・
取
得
の
目
的　

　

住
基
ネ
ッ
ト
CS
及
び
総
合
端
末
機

　

器
の
現
行
機
器
の
保
守
満
了
に
伴

　

う
機
器
更
新

・
契
約
の
方
法　

随
意
契
約

▼
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
石
狩
東
部
広
域
水
道
企

業
団
か
ら
恵
庭
市
街
地
へ
給
水
車
が
通

行
す
る
奥
御
料
線
の
代
替
道
路
と
し

て
、
道
路
利
用
者
の
交
通
利
便
性
の
向

上
及
び
防
災
上
の
強
靭
な
ア
ク
セ
ス
動

線
を
確
保
す
る
た
め
、
市
道
の
認
定
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

本
市
が
加
入
す
る
「
北
海
道
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
」
の
変
更

に
つ
い
て
、
江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校

給
食
組
合
が
解
散
し
脱
退
し
た
こ
と
か

ら
、
規
約
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
の
公
務
上

の
損
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
を
共
同

処
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、

本
市
も
加
入
す
る
「
北
海
道
市
町
村
総

合
事
務
組
合
」
か
ら
、
江
差
町
・
上
ノ

国
町
学
校
給
食
組
合
が
脱
退
し
た
こ
と

に
伴
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
た
も
の

で
す
。

▼
令
和
６
年
度
恵
庭
市
水
道
事
業
会

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て

　

水
道
事
業
会
計
決
算
に
お
い
て
生

じ
た
利
益
の
処
分
に
つ
い
て
、
減
債
積

立
金
に
積
立
て
、
企
業
債
の
償
還
に
充

て
た
減
債
積
立
金
を
資
本
金
に
組
み
入

れ
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
恵
庭
市
下
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

　

下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お
い
て

生
じ
た
利
益
の
処
分
に
つ
い
て
、
剰
余

金
を
減
債
積
立
金
へ
積
立
て
、
企
業
債

の
償
還
に
充
て
た
減
債
積
立
金
を
資
本

金
に
組
み
入
れ
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
民
会
館
耐
震
化
等
改
修
工

事
の
内
建
築
工
事
（
１
期
工
事
）
の

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

耐
震
補
強
の
施
工
内
容
の
変
更
並

び
に
概
数
発
注
し
て
い
た
発
生
材
の
数

量
及
び
交
通
誘
導
員
の
人
数
の
確
定
に

よ
り
、
契
約
金
額
を
２
１
１
万
２
千
円

増
額
し
、
５
億
４
３
５
万
円
に
変
更
し

た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
民
会
館
耐
震
化
等
改
修
工

事
の
内
電
気
設
備
工
事
（
１
期
工

事
）
の
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

撤
去
・
再
取
り
付
け
と
し
て
い
た

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
非
常
用
照
明
に
つ
い

て
、
劣
化
が
著
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
新

た
な
も
の
へ
更
新
す
る
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
概
数
発
注
し
て
い
た
発
生
材
の
数

量
の
確
定
に
よ
り
、
契
約
金
額
を
３
８

２
万
８
千
円
増
額
し
、
３
億
２
６
４
０

万
３
千
円
に
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
以
上
９
件　

全
会
一
致
）

条
　
　
例

そ
の
他
の
議
案
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議
決
し
た
議
案
・
意
見
書
・
議
案
等
審
議
結
果

議  員  名　等

議 案 名 等

民主・
春風の会

民主・
春風の会翡翠会 翡翠会翡翠会 翡翠会 公明党市民と

歩む会諸 派

※この表は賛否が分かれた案件のみ掲載しています。

凡例 ： 議……議長　　○……賛成/採択/可決　　×……反対/不採択/否決

市議会募集ページ
QRコード

議決結果

議 

決 

年 

月 

日

野　

沢　

宏　

紀

生　

本　

富
士
代

松　

島　
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■議案等審議結果

第３回 定例会に付された議案 

9/11

高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担
軽減を求める意見書の提出を求める陳情

18歳までの医療費の無料化を
求める請願

泊原発再稼働に対して慎重な判断を
求める意見書の提出を求める陳情書

選択的夫婦別姓制度の法制化に
向けた議 論を求める意見書　

｢安全安心な医療・介護制度の提供を
求める意見書」の提出を求める陳情

不採択

不採択

不採択

不採択

原案否決

　 × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × × × ×

　 ○ × × × × ○ × × × × ○ × × × × × × × × ×

　 ○ × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

　 ○ × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × × × ×

　 ○ × × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

議

議

議

議

議

10/14

令和6年度恵庭市
一般会計歳入歳出決算

令和6年度恵庭市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算

国土強靱化に資する
社会資本整備等に関する意見書
婚姻による改姓に伴う不都合解消のため
旧姓の通称使用拡大ならびに選択的夫婦
別姓の議論の推進を求める意見書

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

議

議

議

7/16 令和７年度恵庭市一般会計補正予算
（第４号） 原案可決 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回 臨時会に付された議案    
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　令和７年10月14日の定例会最終日開催前に、バトントワリングチーム「リップル」により、議場での演舞が行われました。
　リップルは、市内の幼児から高校生の加入する男女混合チームで、議場で繰り広げられたバトントワリングの「エーリアル」や「コン
タクトマテリアル」などの妙技に、議場に来られた１６名の傍聴者や議員、理事者からは大きな拍手が送られました。
　市議会、議会運営委員会では、ご出演していただける本市にゆかりのある方を募集しています。議会開催前などで、15分程度のパ
フォーマンス等をお願いしています。
　詳しくは恵庭市議会HPをご覧ください。右記のQRコードを読み取っていただければ、HPの募集ページにアクセスすることがで
きます。
　※「エーリアル」や「コンタクトマテリアル」とはバトンを空中に投げる動作やバトンを手や指で回転させる動作のこと。

恵庭市議会議場コンサートを開催しました
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